




研究目的 

Ⅰ多胎妊娠の疫学的研究 

今年度の研究目標としては以下の項目があげられる。 

1.多胎妊娠分娩の頻度に関する疫学的調査と,多胎妊娠による合併症および妊娠の転帰に

及ぼす影響の分析。 

2.卵胞発育のメカニズムに関する内分泌学的研究と多発排卵予防法の開発。 

3.卵胞成熟の血中及び尿中ホルモンの測定または超音波断層法によるモニタリング。 

4.多胎妊娠の管理法の検討と妊娠分娩の予後を向上させる方法の研究。 

Ⅱ多胎児の発育・成長に関する研究 

多胎出生時の死亡率.罹病率の低下をはかり,多胎児の健全育成に資するため,昭和 51 年 1

月 31 日鹿児島市立病院において出生した「5つ子」の発育,成長に関する研究,記録を行な

う。 


